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親子連れで参加できる体験教室や高校生によるステージ発表、ボランティアスタッフとして大学

生が新たに参加するなどの新しい企画を加え、これまで足を運ぶことが少なかった若い方々にも

数多く参加いただくことができました。

　一方で、いつでも、どこでも、だれでも生涯にわたって学習できる環境の実現に向けて、まだ

まだ取組みは道半ばであると考えています。

　総務省が平成23年に行った社会生活基本調査によると、福井県において１年間に学習・自己啓

発等を行った人の割合は、どの年齢層においても概ね20～40％となっています。ライフ・アカデ

ミー受講者の８割が60歳以上であることから、今後も企画を工夫して、参加される方の年齢層を

広げていかなくてはいけないと思います。

　また、平成 25 年６月に閣議決定された教育振興基本計画の前文では「一人一人が生涯にわたっ

て能動的に学び続け、必要とする様々な力を養い、その成果を社会に生かしていくことが可能な

生涯学習社会を目指していく必要がある」と謳われています。知識や教養の習得に留まることなく、

学んだ成果を地域づくりに役立てていくことが求められています。例えば、景観保護について学

んだ方が、自宅前の道路のゴミを拾ったり、家庭やご近所で景観について話し合ったりするなど、

地域をより良くする行動や意識づけは、身近なところから始められるのではないでしょうか。

　福井の子どもたちは、全国２位の三世代同居率（H22 国

勢調査）の中で、祖父母や両親がよく働き、そしてよく学

ぶ姿を家庭で間近に見て育っています。子どもたちの良き

手本となるよう、私たち大人が率先垂範して生涯を通して

学び続けていきたいものです。

　ライフ・アカデミーでは、学びを家庭や職場でも継続で

きるよう、暮らしに役立つ最先端の知識や福井の魅力につ

いて理解を深める講座、福井のあるべき将来の姿を共に考

える講座などを企画し、皆さんの地域づくりへの行動にも

繋げていきたいと考えています。多くの方々の受講をお待

ちしています。

（※）
　平成19年から始まった全国学力・学習状況調査（全国学力テスト）、平成
20年からはじまった全国体力・運動能力、運動習慣等調査（全国体力テス
ト）において、開始以来全国トップクラスを維持しています。
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　「学」ぶという漢字は、もともと「學」という字です。福井県出身で漢字・

文字研究の第一人者として有名な故・白川静博士によると、「爻」（交

差した木）＋「臼」（左右の手で教え導く）＋「冖」（屋根）＋「子」を組み

合わせた漢字で、屋根に交差した木のあるところで年少の子を教え導

くことから、「まなぶ」の意味となったとのことです。

　学びの場所というと、みなさんは学校などをまず思い浮かべるかも

しれませんが、「学」の意味を素直に考えれば、屋根があって教え導く場所＝職場や公民館、家庭

なども、立派な学びの場といえます。

　昨年、経済協力開発機構（OECD）が65か国・地域の15歳（日本では高校１年）を対象に実施した

「学習到達度調査」では、日本は10年ぶりにトップレベルに回復し、また、同機構が平成23年に24

か国・地域の成人を対象に初めて実施した「国際成人力調査」でも、日本は「読解力」と「数的思考

力」でトップとなりました。

　そんな日本において、福井県の子どもたち（小・中学生）は学力・体力ともに全国トップレベ

ルを誇っています（※）。

　大人を対象とした学力調査は残念ながらありませんが、本県は人口当たりの図書館来館者数や

貸出冊数が全国でも最上位であるなど、知的好奇心が高い県民性が窺えることから、福井県民は

世界的にもよく学んでいると言っても過言ではないでしょう。

　県では、平成４年に福井ライフ・アカデミーを開校し、さらに平成７年には、男女共同参画

社会の実現と生涯学習社会の推進のための拠点として県生活学習館を開館しました。昨年度は

県主催講座に年間5,000人、市町等との共催など関連講座も含めると65,000人もの皆さんに参加

いただいています。

　社会の変化、県民ニーズの多様化に対応するため、今年度からは勤め帰りの方も出席できるよ

う夜間に開講したり、座学だけでなくフィールドワークを取り入れるなど開催方法を工夫したり

しています。ネットの氾濫や若者の規範意識の低下といった子どもを取り巻く社会環境の変化に

対応するための家庭教育講座など、講座内容も工夫しているところです。

　また、毎年秋に開催している生涯学習の祭典「マナビフェスティバル」でも、今年度から 挿絵　北荘かおる氏「春の音 きこえる？」

こう

きょく べき
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キャリア・アカデミー キャリアアップ応援講座

ハッピーキャリアセミナー

3 4

　「ゆー・あいカレッジ」とは、男女共同参画社会づくりの促進と女性の活躍を応援するために生活学習館が実施して
いる講座です。

◆対象：職場からの推薦をうけた管理職（または将来管理職をめざす）の女性

平成25年度  ゆー・あい　カレッジ講座レポート

“第一印象”で勝負する！「ワンランク上のビジネスマナー研修」
女性の強みを活かす！「ワンランク上のリーダーシップマナー研修」

講師：株式会社マネジメントサポート　研修講師　出川　景子 氏

「マイナスをプラスに変える！　～女性のためのストレス管理術～」
講師：有限会社Ｃマインド　代表取締役　長谷川　能扶子 氏

8月22日（木）
8月23日（金）

前 期

後 期

大人のリーダーになれるよう
頑張りたい！

今さら聞けないマナーの基本
から応用まで学べて良かった。

「伝える技術」を磨く！
講師：株式会社Woomax　取締役　佐野　愛子 氏

　　　　　10月23日（水）、10月30日（水）19：00～20：30
「人前での話し方入門講座」～自分に自信をつける！～

　

　　　　　11月2日（土）10：00～16：00
「人を動かす話し方講座」～ロジックとパッションを味方につける！～

人前で話すときの改善点が分かった。

簡単なトレーニング法ですぐに行動したい。

ユーモア力で相手を動かす「プレゼンテーション研修」
講師：有限責任事業組合　笑いプロジェクト　代表　堀　登志子 氏

9月19日（木）、9月20日（金）

8月31日（土）

みんなでアイデアを出し合い、とても良いものができた。
ギャグや演出が楽しかった！

心が軽くなった。

思考転換のコツを
楽しく学べた。

時間が短く感じるほど
楽しかった！

講師が魅力的！
ベリーダンス体験ができて
よかった♪

メンター養成講座

メンター養成研修（実践編）
11月15日（金）

講師：昭和女子大学グローバルビジネス学部　
特命教授　福沢　恵子 氏

企業のメンター候補者、管理職、人事担当者
等が、メンター導入の事例を学びながら、組
織にとってのメンターの存在意義や、人材を
活かす実践的なコーチングについて理解を深
めました。

講義・グループ討議
ともに充実していた。

メンター導入の課題、
ポイントが得られた。

コース1

コース2

あがり症克服のためのトレーニング法や話し
方・伝え方の基本的な技術などを、グループワー
クを交えながら楽しく学びました。

価値観の違いを知り、個性を活かした伝え方や
論理的ながらも感情をうまく表現した伝え方な
どを、チームに分かれ実践的に学びました。

とても納得！実践あるのみだと感じた。

論理的に話すための知識が得られた。

次世代育成セミナー

私が選ぶ私の進路　～一人ひとりが輝くために～
　これからを担う中学生に、地元出身者の実体験談を通して、固定的役割分担にこだわらない将来の進路
を見つめてもらい、男女共同参画の必要性について考えてもらいました。（企画・運営　ふくいソフィアの会）
福井市川西中学校 10月24日（木）
講師：農業生産法人従事者・看護師

若狭町立上中中学校 10月29日（火）
講師：保育士・交通巡視員

高浜町立高浜中学校 11月8日（金）
講師：保育士・消防士

地域連携講座
　地域の団体が実施する固定的
役割分担意識について考える講
座に講師を派遣しました。
地域・家庭で支える介護

7月3日（水）
主催：松本松寿会連合会
講師：はやおき亭 貞九郎 氏
場所：福井市松本公民館

教育連携講座
　学校が実施する「セクハラ」や「デートＤＶ」などの研修に講師
を派遣しました。

スクールセクハラの防止
8月19日（月）

主催：藤島高等学校
講師：山本 桃花子 氏
対象：教職員

人と人とのよりよい関係を作るために
10月9日（水）

主催：春江工業高等学校
講師：武内 昭子 氏
対象：高校３年生

女性リーダーに求められ
る立場、役割、スキルを
学びました。

プラスαの言葉添えや応対等を盛り込んだ“ワンラ
ンク上”のビジネスマナーを学びました。

「おもしろ自己紹介」の実践で、自分の
中の何かがちょっと変わった気がした。

笑いを取り入れた自己表現術と、相手を和ませ
る笑いの力を活用したチームプレゼンテーショ
ン術を実践的に学びました。

必ず相手を笑わせるチームプレゼン

ストレス対処法①
マイナスをプラスに変える思考転換

ストレス対処法②
気分転換を上手に行う

講師自らの体験から編み出したストレス対処法をグ
ループワークとリフレッシュ体験を通して実践的に
学びました。
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12月までに１６の講座が終了し、多くの県民の方に御参加いただきました。

漢字を学ぶのが楽しくなる！

「白川文字学を学ぼう －おとなの漢字教養講座－」 ＜漢字文化講座＞　　    全５回 11月
「知って楽しい白川文字学」、「人名から探る白川文字学」、「神様とつながる漢字」など、いろいろ
な漢字の成り立ちを具体的に学ぶ講座を開講しました。

これからの人生を心豊かに！

「セカンドライフ ～これからがおもしろい第二の人生～」
＜現代社会＞　　　　　　　　全５回 10～11月
生活に身近な「消費生活」、「エコライフ」、「スポーツ」、「旅行」、
「エンディングノート」の５つの項目に着目して講座を開講
しました。

世界観が広がる！

「世界を知る！」＜国際社会＞　全５回 11～12月
外国で活動した人の体験談を中心に、貿易、農業、医療、工
業等の世界の実情と課題について学び、世界観が広がる
講座でした。

「史」「使」「兄」などは、神を
まつることに関連する漢
字です。

体力年齢の分かれ目は60
歳。健康を維持していく
ためにも、日々軽い運動を
しましょう。

心豊かなセカンドライフを
過ごすために大切なことを
考えましょう。

水の恵みを再発見！

「水環境を学ぼう」
＜環境・科学＞　　　　　全５回 10月
ふくいのおいしい水、天然記念物のイトヨ、
水月湖の年縞など福井の貴重な水環境か
ら、バーチャルウォーターやバングラデ
シュの水事情まで、さまざまな角度から水
について学んでいただきました。

水月湖の年縞が世界の標準
時計に認められたことで、
今後新しい発見が期待でき
ます。

地産地消！これが一番大切
なんですね。

生き方をさぐるヒント！

「自分らしい生き方を」＜人間力発見（若狭）＞　　　　　　　　　  全４回 10～11月
各方面で活躍されている福井県出身の方々4人を講師に迎え、その生き方を学ぶ講座を開催し
ました。それぞれの講師の生き様に感動する講座でした。

練習を積み重ねることに
よって、自分が大好きに
なりました。支えてい
ただいているみんなに
頑張っている姿を見ても
らいたいです。

 自分に合った目標を設定
して、努力を積み重ねる
ことが大切です。

言葉がわからなくても理
解したいという気持ちが
あれば意外と通じます。

一方的支援ではなく、
お互いに良くなる関係
が必要です。

小学生が卒業に向けて古代
文字を使って書いた四字熟
語です。みんな一生懸命書
いていました。
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公開講座

　今年は、嶺南６市町のゆるキャラが大集合し、子どもから大人まで
様々な世代の方々にご来場いただきました。

　敦賀市出身の舞台俳優、人村朱美氏をお招きし、福井県を舞台にした小説
「サクラサク」を朗読していただきました。登場人物がまるで目の前に現れ
たかのように感じられる迫力ある朗読に、会場一体が小説の世界に引き込
まれ、素敵な時間を共有しました。

活動紹介

「向日葵の会」
代　表　戸田　千代子

　生活学習館主催の絵画講座で、故雨森一仁先生の
指導を受けた卒業生が中心となって活動を続けてい
るグループです。年３回展示会を開催しています。
水彩・油彩にと、お互いの絵画の力を高め合い楽し
んでいます。
　毎月第２、第４土曜日に創作実習室で活動していま
すので、是非見に来て参加しませんか。

「すぷりんぐ」
代　表　山本　久江

　楽しいお話が次々と生まれる小さな泉をつくりたい
―そんな思いから「すぷりんぐ」（泉）が誕生しました。
若狭図書学習センターで、毎月１回の朗読学習と定期
的に「おはなし会」を開催。昨年10月のマナビステージ
では、「はちかづき姫」を朗読し好評でした。今後もひ
とりでも多くの方々に、心がホッとする作品を届けた
いです。

ユーアイ・ふくい会場 若狭図書学習センター会場

広域学習グ
ループ

「やさしい民踊　　　　　　　　　
　　　　民舞を踊ってみませんか」
　30名を超えるたくさんの方が参加され、三国節や福
井お祭り音頭などに合わせ、楽しく民踊を学びました。
2回の日程でしたが、基礎からしっかり学ぶことがで
きたと好評で、講座の最後には、参加者全員で息の合っ
た民踊を踊ることができました。

「初めての社交ダンス」

　５回にわたり、社交ダンスの基礎を一から学びまし
た。ジルバ、ブルース、ワルツ、ルンバと、ダンスの
種類ごとに基本的なステップを繰り返し練習し、それ
ぞれの時間の終わりには、ペアの人と一緒に曲にのっ
て楽しく踊りました。小学生の親子の参加もあり、様々
な年代の方に楽しんでいただきました。

ユーアイ・ふくい会場 若狭図書学習センター会場

友愛塾（ゆう
あいじゅく

）

今まで見ているだけだっ
た盆踊りにも、これから
参加できそうです。

とても分かりやすく、初
めてでも楽しく取り組め
ました。

今後のダンスパーティー
にも参加できそうです。

初心者向けに教えていた
だいて、うれしいです。

開催日 10月19日（土）
20日（日）

会　場 若狭図書学習センター

福井ライフ・アカデミー
現代的課題講座「人間力発見」

こどもコーナー

♪「バルーンアート」「粘土細工」「伝承遊び」のコーナーで、多くの
親子が楽しみました。大集合したゆるキャラに、子どもたちは大喜
びでした！

♪「101匹わんちゃん」の上映や、紙芝
居の上演、大型絵本の読み聞かせを
楽しみました。

♪こども映画会　♪おはなし会
　　　　　♪にこにこ！こどもランド

な
な
ち
ゃ
ん
、

大
好
き
！

活動展・体験コーナー

　広域学習グループ、友愛塾、各市町の団体による活動
展からは、楽しみながら学びに取り組む様子が窺えまし
た。また、紙バンドのバッグ作りや骨盤矯正等の体験
コーナーもありました。

　放送大学、高等学校紹介のパネル展示等も来場者の関
心を集めました。白川文字学コーナーでは、古代文字と
現代の漢字を線で結ぶクイズに知恵を絞りました。

ステージ発表

若狭おいしいもの市・図書コーナー

　広域学習グループからは５団
体がステージ発表に参加。フラ
ダンスの華やかなステージや
ミュージックベルの素敵な演奏
等がありました。

　梅干しや水産加工品等、地元の特産品を扱った８店舗が
出店しました。また、雑誌リサイクルコーナーでは、特に、
健康や料理に関する本、文芸誌が人気を集めました。

　一般募集によるステージで
は、子どもから大人まで、幅広
い年代のみなさんがタップダ
ンスや大正琴等の発表を行い
ました。
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平成25年度福井ライフ・アカデミー主催　地域活動講座「親学」

こんな方に受けて欲しい！
● 子育て中の方
● 祖父母世代の方
● 地域で子どもと関わっている方

1/26（日）からスタート！　
2会場で開催です。詳しくは下記を御覧下さい。
1/26（日）からスタート！　
2会場で開催です。詳しくは下記を御覧下さい。

新講座

講　座　名 日　　時 場　　所 講　　師

郷土学習講座　ふるさとの文化
　「とこしえに伝えたい　ふるさとの心」

１月１５日（水）１３：３０～１５：００
１月２２日（水）１３：３０～１５：００
１月２９日（水）１３：３０～１５：００
２月  ５日（水）１３：３０～１５：００
２月１４日（金）１３：３０～１５：００

映像ホール
※ 2 月 14 日のみ
多目的ホール

福井県立図書館主任　
写真家
中日新聞福井支社記者
福井大学大学院准教授
冷泉家時雨亭文庫常務理事

渡辺　　力
水谷内健次
吉川　博和
門井　直哉
冷泉貴実子

地域活動講座　親学講座
　「今、子どもの未来のために」

１月２６日（日）１０：００～１１：３０
２月  １日（土）１３：３０～１５：００
２月  ９日（日）１３：３０～１５：００
２月１５日（土）１３：３０～１５：００
３月  ２日（日）１３：３０～１５：００

映像ホール
※2月15日のみ和室

前　まつのき児童館館長
福井愛育病院副院長
e ーネットキャラバン講師
仁愛女子短期大学非常勤講師
教育評論家

津田　節江
鈴木　秀文
斎藤富士夫
坂本　流美
親野智可等

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

後
　
　
期

「ワード編」　
１月１０日（金）１３：３０～１５：３０
１月１７日（金）１３：３０～１５：３０
１月２４日（金）１３：３０～１５：３０

パソコン実習室 県生涯学習センター職員

「エクセル編」 ２月１５日（土）１３：３０～１５：３０
２月２２日（土）１３：３０～１５：３０ パソコン実習室 県生涯学習センター職員

「パワーポイント編」 ３月  ８日（土）１３：３０～１５：３０
３月１５日（土）１３：３０～１５：３０ パソコン実習室 県生涯学習センター職員

  会場：福井県生活学習館（ユーアイ　ふくい）　　　　　0776-41-4206問合せ先

  会場：若狭図書学習センター　　　　　　　　　　　  0770-52-2705問合せ先

※「パソコン入門講座」は往復はがき・電子申請で申込必要

※　敬称略

※　敬称略

講　座　名 日　　時 場　　所 講　　師

郷土学習講座　ふるさとの文化 
　「とこしえに伝えたい　ふるさとの心」

１月１１日（土）１３：３０～１５：００
１月２５日（土）１３：３０～１５：００
２月  １日（土）１３：３０～１５：００
２月  ８日（土）１３：３０～１５：００
２月１５日（土）１３：３０～１５：００

講　堂

敦賀市立博物館学芸員
熊川いっぷく時代村副実行委員長
福井県文化財保護審議会　委員
高浜町郷土資料館　課長補佐
中山寺　住職

髙早　恵美
岡本　宏一
金田　久璋
安倍　義治
杉本　泰俊

地域活動講座　親学講座
　「今、子どもの未来のために」

１月２６日（日）13:30～15:00
２月１６日（日）13:30～15:00
２月２３日（日）13:30～15:00
３月  ２日（日）13:30～15:00
３月  ８日（土）13:30～15:00

講　堂

NPO 法人パパジャングル代表理事
仁愛大学　人間生活学部子ども教育学科　教授
和田教育研究所　所長
家庭教師システム学院　代表
福井大学教職大学院　教授

荒巻　　仁
谷出千代子
和田　周平
長谷川　満
森　　　透   


